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来客用飲料「SUSTEA」導入のお知らせ 

 

明和産業株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：𠮷田 毅、以下「当社」）は、

持続可能な社会の実現およびサステナビリティ経営推進の一環として、Blue Farm 株式会社

（本社：静岡県浜松市、代表取締役：青木大輔、以下「Blue Farm」）が展開する環境配慮型

の日本茶「SUSTEA（サスティー）」を来客用飲料として導入いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

                  

■ 導入の背景と目的 

当社では、サステナビリティを重要な経営課題の一つと位置づけ、事業活動を通じた環境負

荷低減に取り組んでいます。   

その一環として、日常的に消費される飲料による使い捨て容器（ペットボトル等）の削減や、

従業員一人ひとりの環境意識向上につながる取り組みを検討してまいりました。 

この度導入を決定した「SUSTEA」は、単なる環境配慮型製品であるだけでなく、Blue Farm

独自の DX 基盤「ChaaS（チャース）」を通じて、茶葉の生産から加工・流通に至るサプラ

イチェーンの管理、および環境価値の定量化が徹底されています。当社は、この情報の透明

性と可視化された環境貢献を高く評価し、来客用飲料としての採用に至りました。 

本導入を通じ、以下の目的を実現してまいります。 

 

⚫ サプライチェーンの透明性確保による、信頼性の高い環境負荷低減 

⚫ 日本の茶業における耕作放棄地問題の解決支援および CO2 排出量削減、生物多様
性保全への貢献 

⚫ ステークホルダーに対する、当社のサステナビリティ推進姿勢の具体的な提示 

 

 



■ 『SUSTEA』を飲むことで実現する環境価値   

 

 

■ 今後の展望   

当社は今後も『SUSTEA』の導入をはじめとした身近な取り組み、サステナブルな事業を通

じて、 環境への負荷低減と持続可能な社会の実現に貢献してまいります。  

 

 

■ Blue Farm 株式会社 

2021（令和 3）年設立。環境配慮型飲料「SUSTEA」や茶畑サブスク「ChaaS」などを通

じ、企業の ESG 対応と持続可能な農業支援を両立する事業を展開すると共に、近年は、茶

園の環境価値の可視化にも注力しています。その一環として、山間部における耕作放棄地の

再生や CO2 削減効果の測定に取り組むなど、お茶を通じて社会価値・環境価値の高い事業

を幅広く推進しています。 

URL：https://blue-farm.co.jp/ 

SUSTEA 概要はこちら：SUSTEA - Blue Farm inc.｜概要 

以上 

https://blue-farm.co.jp/
https://blue-farm.co.jp/lp

